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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年7月9日(2020.7.9)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年5月26日(2020.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の胃に投与するための胃内滞留システムであって、前記胃内滞留システムは：
　エラストマー成分、ならびに担体ポリマー及び前記エラストマー成分に結合している治
療薬又はその塩を備える複数の少なくとも３つの担体ポリマー－薬物成分を備え、
　前記複数の担体ポリマー－薬物成分の各々は、近接端部、遠位端部、及びそれらの間の
外面を備える細長部材であり；
　各細長部材の前記近接端部は、前記エラストマー成分に結合し前記エラストマー成分か
ら放射状に突出しており、各細長部材は、前記エラストマー成分に結合していないその遠
位端部を有し、前記近接端部より前記エラストマー成分からのラジアル距離が大きい位置
にあり；
　各細長部材は、１つ以上のセグメントを独立して備え、各セグメントは、近接端部、遠
位端部、及びそれらの間の外面を備え；
　少なくとも１つの細長部材の少なくとも１つのセグメントは、強化材をさらに備え、前
記強化材は、前記少なくとも１つのセグメントに沿って軸方向に延び；及び
　２つ以上のセグメントが細長部材内に存在する場合、各セグメントはリンカー領域によ
り隣接セグメントと結合している、
前記胃内滞留システム。
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